３学年第２時「こんな場面に遭遇したら」支援プラン　コミュニケーション発展
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　　メインＥＸ『こんな場面に遭遇したら』：指令メモ（演技者）、修学旅行用バッグ、カメラ

【ねらい】
　アサーティブなコミュニケーションは、実際の生活で活用できてこそ価値がある。修学旅行で実際にありそうな場面を想定し、言語表現・非言語表現を合わせたコミュニケーションの方法について、自分たちでロールプレイングをしながら学んでいく。

【概要】
　『パンパン頭』の『見たままパンパン』と『聞いたままパンパン』を行う。見ること、聞くことの大事さから入っていく。見る力と聴く力は、アサーションには欠かせないスキルである。修学旅行で遭遇しそうな場面を想定し、子どもの代表者がロールプレイングを行う。それぞれの場面について、言語表現・非言語表現を変えた５つのパターンを演じたり、それを観察したりして、失敗したり困ったりしたときアサーティブな姿を実行できることを期待する。

【流れ】
	
	活動の流れ
	留意点・教具等

	 ウォーミングアップ











	『ぱんぱん頭』見たまま編、聞いたまま編
　教員がパンパンと２回手拍子をして、「パンパン・・頭」と言いながら、頭を両手でさわる。「耳」と言えば耳、「肩」と言えば肩をさわる。これを子どもたちが真似る。
　一回目－教員と同じことを真似る。
  二回目－見たままパンパン。教員が「パンパン頭」と言って耳か肩をさわる。子どもは頭をさわるのではなく、見たまま教員がさわった場所に手を置く。
　三回目－聞いたままパンパン。教員が「パンパン頭」と言って耳か肩をさわる。子どもは教員がさわった場所ではなく、聞いたまま頭に手を置く。
	○『ぱんぱん頭』のオリジナルは、頭、耳、肩をひとつずつずらしていくやり方で行います。
１つずらし
　「頭」→「耳」
２つずらし
　「頭」→「肩」です。
○何人かの子どもを指名してモデリングをするのもよい。

	 エクササイズ














	『こんな場面に遭遇したら』
ロールプレイング１《場面１：自分が失敗してしまった》
 ①シチュエーション『通りすがりに、かばんを人にぶつけちゃった！』                                       
 ②役割の説明  通りすがりの人にかばんをぶつけてしまうＡ
　　　　　　　 かばんをぶつけられるＢ
 ③状況の説明
　修学旅行で京都に来たＡ。班で京都市内自主研修をしている。バス停をさがしてキョロキョロしている時、Ａのかばんが通りがかりのＢにあたってしまう。
 ④６人を指名し、Ａの５つの行動パターンをロールプレイング
 ⑤観察者（ロールプレイングをしなかった人）から感想を聴く。
 ⑥演じた者も感想を発表する。
    ＊指令メモはＨＰよりダウンロードできます。
	○場面を正確に理解させる。（指令メモを渡す）
Ａの５パターン
ａ）ぶつかったまま知らん顔をする。
ｂ）ぶつかった相手をにらみつける。
ｃ）ぶつかった相手をにらみ、舌打ちをする。   ｄ）ぶつかった相手に頭を下げる。
ｅ）ぶつかった相手に頭を下げ、あやまる。


	
	活動の流れ
	留意点・教具等

	 エクササイズ
ふりかえり・シェアリング















	ロールプレイング２  《場面２：困った事に遭遇》
 ①シチュエーション
　『見学地で熱心に写真を撮っている人の向こうに行きたい』  
 ②役割の説明                                             熱心に写真を撮っている人Ｂ
  写真を撮っている人の向こうに行きたい人Ａ
 ③状況設定の説明
　自主研修中。大勢の観光客でにぎわう見学地。Ａは班のメンバーから遅れてしまい追いつこうと焦っている。狭い通路になっているところで、熱心に写真を撮っている人がいて通れない。撮影のじゃまをしたくないが、その人の前を通らないと班のメンバーに追いつけそうもない。
 ④６人を指名し、Ａの５つの行動パターンをロールプレイング  ⑤観察者から感想を聴く。
 ⑥演じた者も感想を発表する。　    　　           
	（指令メモを渡す）
Ａの５パターン
ａ）無言で写真を撮っている人の前を通り抜ける。
ｂ）写真を撮っている人をにらみながら通り抜ける。
ｃ）写真を撮っている人にぶつかって無言で通る。ｄ）写真を撮っている人に頭を下げて通り抜ける。ｅ）すみませんと頭を下げて言い、通り抜ける。



	





	 ①グループで気づきを交流する。
 　＊２パターンのロールプレイングを観て感じたこと。
　 ＊日常の自分の行動をふりかえる。

 ②ふりかえり用紙に記入する。

	フィードバックの視点
・相手の気持ちに立つと、どういう行動が適しているのかを演じた子どものと観察者気づきから返していく。



【ポイント】これまで学習した非言語表現の大切さをふまえたコミュニケーション力のスキルアップを図る授業である。Ｂ－ｅの行動が望ましいことは明白なのであるが、ａｂｃｄの演技を観たり演じたりして、実際にどう感じたかをシェアすることが大切である。

	 子どもの気づき

	・人とのコミュニケーションは大切と思いました。もし生活の中で今日みたいなことが起きたら、どうすればいいか分かったので良かった。
・日常で起きそうなことばかりだったので、気をつけていきたいです。謝ることは大事だと思いました。
・普段から練習しておくということは何に関しても大事だなと思いました。修学旅行でもしもの場面には使いたいです。・



	 教員からのコメント

	 ・ロールプレイングは、場面設定をいかに生徒が身近に考えることができるものにするかがポイントだと思いますが、どちらも生徒がすぐイメージできたようで良かったです。予想以上に子どもたちは上手に演じてましたし、とても盛り上がっていました。「人に迷惑をかけないように」と教示することは大事なことですし、また簡単なことなのですが、今日のように役割を設定して演じたことで感想を出し合うということは、教示すること以上に大切なことだと感じました。子どもたちは、より客観的に行動というものを捉えることができたと思います。


＊道徳の内容項目との関連：2-(2)人間愛    2-(5)寛容・謙虚
（担当：大橋　敬美）
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